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講義を受講する学生も、講義をサービスとして提供す
る大学、教員も真剣勝負

• １セメスターは約１４週間
• 講義、実験、セミナー 、試験など対
面型の教育に週３時間

• 宿題に週９-１０時間

• 学生は４コマ程度履修

• 学部クラスあたりの履修者数は１２人

• 学期中は４コマほど履修し、週５２時間
あまり勉強に費やす

• 大学から帰省してオンライン講義を
履修している自分の娘を見ていると
そのぐらいだと思う

• 昔の大学受験の時の自分勉強量のイ
メージ、よりちょっと少ないぐらい
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実はオンライン型講義はコロナウィルス発生以
前から正式な講義の形態であった

学位付与を伴うオンライン講義

（全米で３０００校、修士課程で５００校程）

社会人の大学院進学を推進するため

（成績が「良」以上なら企業が学費を負担）

学生の利便性のため

大学の収入のため

アクティブラーニングの推進のため

学位付与を伴わないオンライン講義

講義だけに限ればコンテンツは教育サービスの一部

であり、無償で公開しても問題はない

カリキュラムのコモディティ化
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産業界が望む⼤学（院）教育

Key Findings from 2018 Employer Research (AAC&U 2018).

コミュニケーション能⼒
⼈材活⽤⼒
読解、作⽂⼒
批判的思考⼒
問題解決⼒
情報収集⼒
⾰新⼒
技術⼒
倫理⼒
独⽴⼼

https://canvas.wpi.edu/courses/19224/files/2166604/download%3Fwrap=1
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オンライン講義に学⽣が求めるもの

レポート

プロジェクト

チャット
ディスカション

ビデオ講義
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産業界、社会、学⽣が望む
オンライン

アクティブラーニングの実例
同期型vs⾮同期型
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ウースター⼯科⼤学 ロボティクス（機構学）
•学⽣数：⼆⼗⼈弱
•社会⼈７割、パートタイム社会⼈３割
•１４週間
•東海岸＞中部＞⻄海岸（時差３時間）
•オンライン教育プラットフォーム
• Canvas LMS（⼤学で契約、個⼈でも無料で使うこと
ができる）
• https://www.bownet.co.jp/solutions/e-learning/canvas/



#BLM

• 講義のホームページ＝シラバス
• ２、３週間先まで内容が掲載され
ていることが好ましい

• １週間分の講義内容は７−８の内容、
スタイルの異なる要素で構成され
る（後述）

• 関連講義内容をインポートするこ
とができる（コモディティー）

• 内容
• テキストに基づいた知識教育
• プログラミングなどの技術教
育

• ⼤学院教育に望まれたソフト
スキル教育
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１回の講義に複数の講義形態を混ぜる
• 学習⽬標（テキスト）
• 予習テスト（オンライン提出、採点）
• アンケート（オンライン提出、閲覧）
• 録画ビデオ講義（絶対に２０分以内！）

• 閲覧記録、提出、点数は全てログが取られる
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提出物には教員がきめ細かくコメント、採点をする

⾃発的⾏動を促進するコーチングの教育
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学⽣同⼠で採点をさせる

講義への参加意欲を⾼める
リーダシップ教育も兼ねる

採点基準を共有し、
学習⽬標にそった
着⽬点を確認させ
る
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ビデオ講義は２０分以内（TED talkは１８分）
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ディスカッション（一番重要）

•議題を与える
•自分の意見をポストすると、他の
学生の意見を閲覧できる

•他の学生に議論を畳み掛ける毎に
ポイント獲得

•教員は、建設的な議論の仕方、相
手を認めながら自分の意見を述べ
る方法などを適宜指導する

•オンライン講義：文章に残しなが
ら、ゆっくり指導できるため教室
の議論よりも指導が行き届く
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グループプロジェクト

• オンラインプラットフォーム
内で、グループ毎の個別の
ディスカッションが可能

• プロジェクトの中間発表は、
ディスカッションボードに
Zoomの録画をアップロード

• 学生同士で議論を進めさせる
• 発言内容を採点することで、
建設的でクリティカルな発言
の仕方を教える



#BLM

まとめ
•⽶国ではオンライン講義は教育制度として既に
存在していた
• 「新しい時代」の⼤学院

•アクティブラーニングはオンライン講義で効率
的に⾏うことができる
•物理的な実験器具を⽤いる講義（ロボットにソ
フトウェアを実装し、挙動を計測する）などに
はまだ⼯夫が必要

•講義感想のEmail は hata@bwh.harvard.eduまで

http://bwh.harvard.edu
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演者紹介
• ハーバード大学医学部 教授

• https://www.linkedin.com/in/nobuhiko-hata/

• ブリガムアンドウィメンズ病院放射線科

• 研究
• 医用画像処理、医用工学、ロボット工学
• 医用デバイス開発、臨床応用を病院内で行っている

• 教育
• ハーバード大学の教員としてセミナー講義を担当
• ボストンの周辺大学の非常勤講師として大学院講義
を３コマ担当

• ロボティクス（機構学、運動学）
• 医用画像

https://www.linkedin.com/in/nobuhiko-hata/
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⾃宅待機例が実施されてから提供されたオンラ
イン講義⻁の巻

https://hbsp.harvard.edu/teaching-online-resources/


